
市税
95億710万円
39.9%

人件費
52億2,529万円
21.9％

建設費・整備費及び負担金
42億8,094万円 18.0％

その他
22億714万円 9.3％

福祉費（扶助費）
55億7,143万円
　　23.4％ 補助金・

交付金等
31億1,095万円 13.0％

補助金・
交付金等
31億1,095万円 13.0％

借入返済金（公債費）
31億8,290万円 13.3％

建設費・整備費及び負担金
42億8,094万円 18.0％

補修費等
2億6,835万円
1.1％

その他
22億714万円 9.3％

地方交付税
（※1）
37億
3,900万円
15.7％

国庫支出金
（※2）
29億
9,370万円
12.6％

地方交付税
（※1）
37億
3,900万円
15.7％

国庫支出金
（※2）
29億
9,370万円
12.6％

※1=市が自由に使える
　　 国からのお金
※2=使い道が定められ
　　 ている国・県から
　　 のお金

市借入金（市債）
27億5,270万円 11.5％
市借入金（市債）
27億5,270万円 11.5％

市税
95億710万円
39.9%

人件費
52億2,529万円
21.9％

福祉費（扶助費）
55億7,143万円
　　23.4％

借入返済金（公債費）
31億8,290万円 13.3％

県支出金（※2）
18億6,664万円 7.8％

その他 12億
2,213万円 5.1％収入

支出

238億4,700万円

分担金・負担金・繰入
金・使用料・手数料
7億8,373万円 3.3％

譲与税・交付金
9億8,200万円 4.2％
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３
月
定
例
会
（
第
３
５
５
回
）
は
、
２
月
28

日
開
会
、
３
月
25
日
閉
会
の
26
日
間
の
日
程
で

行
わ
れ
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
制
定

４
件
、
条
例
改
正
11
件
、
条
例
廃
止
１
件
、
平

成
25
年
度
当
初
予
算
10
件
、
24
年
度
補
正
予
算

10
件
、
一
般
議
案
10
件
、
人
事
案
件
３
件
、
議

員
提
出
議
案
２
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
議
案
は

本
会
議
・
常
任
委
員
会
・
予
算
特
別
委
員
会
で

慎
重
に
審
議
し
、
全
51
議
案
を
可
決
し
た
。
一

般
質
問
は
３
日
間
行
わ
れ
、
９
議
員
が
登
壇
し

市
政
全
般
に
わ
た
る
質
疑
を
行
っ
た
。

　

平
成
24
年
度
３
月
補
正
予
算
の
う
ち
、
一
般

会
計
の
主
な
も
の
は
、
薦
原
小
学
校
屋
内
運
動

場
及
び
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
校
舎
の
耐
震
改

修
工
事
や
総
合
体
育
館
の
耐
震
改
修
工
事
な

ど
、
15
億
６
８
０
０
万
円
の
増
額
補
正
で
、
補

正
後
の
予
算
は
２
８
４
億
９
２
６
０
万
円
と

な
っ
た
。

編集／議会広報特別委員会　発行／名張市議会 ● 三重県名張市鴻之台1‐1   63‐7834～5   64‐8870 gikai@city.nabari.mie.jp

なばり市議会だより
平成25年4月

市議会の動きをコンパクトにまとめてお伝えします。今号は　　　　　　　　　　　　　　の定例会をクローズアップ6 月    9 月   12 月　3 月

わくわくどきどき子ども議会体験わくわくどきどき子ども議会体験

補
正
予
算

平
成
25
年
度
当
初
予
算
は

緊
縮
型
予
算
で

平成25年度　一般会計当初予算

かわいい議員集合！かわいい議員集合！～貴重なご意見を～貴重なご意見を
　いただきました～　いただきました～

◎構成比率は万円未満四捨五入のため、
　合計が合わない場合があります。



なばり市議会だより 2013 年（平成 25年）4月 21日日　4

名
張
市
総
合
計
画
「
理
想
郷
プ

ラ
ン
」
後
期
基
本
計
画
に
組
み

込
ま
れ
た
「
地
域
別
計
画
編
」

の
役
割
と
継
続
に
つ
い
て
、
今

後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

平
成
24
年
度
か
ら
３
人
の
地
域
担

当
監
が
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
を
担

い
、
そ
れ
ぞ
れ
５
つ
の
地
域
を
受

け
持
っ
て
い
る
。
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

実
現
の
た
め
「
ゆ
め
づ
く
り
協
働

事
業
」
の
提
案
や
、
実
施
計
画
の

策
定
を
支
援
し
て
い
る
。
25
年
度

か
ら
は
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
認

知
度
を
上
げ
、
市
民
が
積
極
的
に

地
域
づ
く
り
活
動
に
参
加
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
。

● 

暮
ら
し
・
市
民
交
流
活
動地

域
別
計
画
の
役
割

Q
啓
発
と
支
援
を
継
続

A

名
張
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
昭
和
61
年

に
韓
国
の
京キ

ョ
ン
ギ
ド

畿
道
ユ
ネ
ス
コ
協
会

と
姉
妹
提
携
を
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
、「
日
韓
学
生
絵
画
交
流

展
」
を
毎
年
企
画
す
る
な
ど
活

発
な
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
夏

見
地
区
に
は
朝
鮮
半
島
か
ら
渡

来
し
て
来
た
夏
身
氏
と
思
わ
れ

る
古
墳
群
が
あ
り
、
奈
良
時
代

に
は
夏
身
金
村
が
名
張
郡
の
郡

司
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

経
緯
も
あ
り
、
京
畿
道
の
道
庁

所
在
地
で
あ
る
水ス
ウ
ォ
ン原
市
と
の
友

好
交
流
都
市
の
締
結
を
求
め
る
。

水
原
市
は
人
口
１
１
９
万
人
で
、

歴
史
と
伝
統
が
あ
り
先
端
技
術

を
担
う
企
業
も
多
い
。
市
に
と

っ
て
有
益
で
あ
り
、
市
制
60
周

年
を
迎
え
る
来
年
度
に
締
結
し

た
い
。

友
好
交
流
都
市
締
結

Q
市
制
60
周
年
に
予
定

A

AQ＆ 9 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。

一般質問

現
在
、
他
市
に
お
い
て
、
交
付
機

能
付
き
機
材
を
設
置
し
た
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
で
、
住
基
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
住
民
票
な
ど
の
各
種
証
明

書
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
平
成
25

年
度
の
春
か
ら
ロ
ー
ソ
ン
と
サ
ー

ク
ル
Ｋ
も
参
入
す
る
予
定
だ
。
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

れ
ば
、
住
民
が
必
要
な
時
に
都
合

の
い
い
場
所
で
証
明
書
を
取
得
で

き
る
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

窓
口
の
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
導

入
す
べ
き
だ
。

市
内
３
ヵ
所
に
自
動
交
付
機
を
設

置
し
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
10
時

ま
で
各
種
証
明
書
が
取
得
で
き
、

市
民
の
利
便
性
を
図
っ
て
い
る
。

27
年
度
に
自
動
交
付
機
の
更
新
時

期
を
迎
え
る
た
め
、
国
の
社
会
保

障
と
税
番
号
制
度
の
動
向
も
含
め

費
用
対
効
果
を
検
証
し
、
導
入
に

向
け
検
討
す
る
。

● 

健
康
・
医
療
・
介
護

証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
で

Q
27
年
度
に
導
入
検
討

A

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

は
、
厚
生
労
働
省
の
認
可
を
受

け
た
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

で
あ
り
、
介
護
施
設
な
ど
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
場
合
ポ
イ

ン
ト
が
付
く
。
現
在
、
全
国
で

75
ヵ
所
あ
り
、
元
気
な
高
齢
者

を
支
え
、
ポ
イ
ン
ト
が
換
金
で

き
る
よ
う
だ
。
介
護
料
の
負
担

を
軽
減
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。
名
張
市
で
も
高
齢
者
が
増

加
し
て
い
く
こ
と
で
も
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
大
策
と
し

て
有
効
と
考
え
る
。
こ
の
制
度

の
導
入
を
提
案
し
た
い
。

こ
の
制
度
は
、
当
市
の
介
護
保
険

事
業
計
画
に
は
盛
り
込
ん
で
い
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
促
進
や
介
護
予
防
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
期

待
で
き
る
。
先
進
地
に
お
け
る
成

果
や
課
題
、
そ
の
有
効
性
を
十
分

考
慮
し
て
検
討
し
た
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拡
大
策

Q
有
効
性
を
考
慮
し
検
討

A

名
張
市
の
総
世
帯
数
の
約
40
％

を
65
歳
以
上
が
占
め
、
ま
さ
に

高
齢
化
社
会
の
真
っ
た
だ
中
で

あ
る
。
今
や
人
そ
れ
ぞ
れ
の
価

値
観
に
合
っ
た
死
生
観
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
住
み
慣
れ
た
場

所
で
自
分
ら
し
い
最
期
を
迎
え

た
い
と
、
市
民
の
約
60
％
が
在

宅
療
養
を
望
ん
で
い
る
。
市
民

の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
在

宅
介
護
を
支
え
る
マ
ン
パ
ワ
ー

の
充
実
が
必
要
と
な
る
が
、
ど

の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
の

か
。「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
と

し
て
の
名
張
市
立
病
院
の
あ
り

方
を
問
う
。

平
成
23
年
４
月
「
名
張
市
在
宅

医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
、
在
宅
療
養
を
推
進
し
て
い

る
。
今
後
も
訪
問
医
や
介
護
士

な
ど
と
の
連
携
を
密
に
し
、
さ

ら
に
充
実
に
努
め
る
。
名
張
市

立
病
院
も
非
輪
番
日
の
受
け
入

れ
を
検
討
し
連
携
を
図
る
。

在
宅
医
療
の
充
実
へ

Q
地
域
医
療
の
連
携
強
化

A

福
田 

博
行 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

常
俊 

朋
子 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

吉
住 

美
智
子 

議
員

公
明
党

幸
松 

孝
太
郎 

議
員

心
風
会 

豊
岡 

千
代
子 

議
員

清
流
ク
ラ
ブ

ユネスコ協会姉妹提携記念碑

自動交付機（名張駅東口）

在宅医療支援センターが
ある名賀医師会館
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南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
地

震
が
近
い
う
ち
に
起
き
る
と
予

測
さ
れ
る
な
か
、
小
・
中
学
校

の
耐
震
化
が
完
了
し
て
い
な
い
。

国
の
「
地
震
防
災
対
策
特
別
法
」

が
改
正
さ
れ
、
耐
震
化
事
業
に

対
す
る
国
庫
補
助
金
の
か
さ
上

げ
措
置
が
、
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
24
年
度

補
正
予
算
で
も
、
学
校
の
老
朽

化
改
修
と
耐
震
化
へ
の
補
助
が

あ
る
。
こ
れ
ら
を
利
用
し
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
、

早
期
の
耐
震
化
完
了
を
求
め
る
。

耐
震
化
が
必
要
な
体
育
館
・
校

舎
は
19
棟
あ
る
。
25
年
度
は
薦

原
小
の
体
育
館
と
つ
つ
じ
が
丘

小
の
普
通
教
室
の
耐
震
化
工
事

を
実
施
す
る
。
年
間
２
〜
３
棟

を
計
画
し
て
い
る
が
、
有
利
な

財
源
補
助
を
活
用
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。

三
原 
淳
子 
議
員

日
本
共
産
党

学
校
耐
震
化
の
促
進
を

Q
前
倒
し
で
進
め
る

A

全
国
で
登
下
校
中
の
児
童
が
死

傷
す
る
事
故
が
連
続
し
て
発
生

し
た
こ
と
を
受
け
、
全
国
の
公

立
小
学
校
な
ど
２
万
校
で
、
通

学
路
の
緊
急
合
同
点
検
が
行
わ

れ
た
。
当
市
に
お
い
て
62
ヵ
所

の
対
策
必
要
個
所
が
あ
る
。
情

報
共
有
す
る
こ
と
で
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
危
険
個
所
を
公

表
す
る
べ
き
だ
。
整
備
を
迅
速

か
つ
効
率
的
に
進
め
る
た
め
「
通

学
路
整
備
の
シ
ス
テ
ム
化
」
に

取
り
組
む
べ
き
だ
。

通
学
路
の
緊
急
整
備
は
、
国
の

予
算
編
成
に
組
み
込
ま
れ
て
お

り
、
当
市
も
最
優
先
に
取
り
組

む
。
各
部
局
で
検
討
し
、
平
成

25
年
１
月
に
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
地

域
代
表
者
に
は
通
達
し
て
い
る

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
表
に

は
問
題
点
も
多
い
。
児
童
に
対

し
て
は
交
通
安
全
指
導
な
ど
、

自
己
防
衛
を
徹
底
し
て
い
く
。

通
学
路
の
整
備
と
公
表

Q
整
備
と
自
己
防
衛
を

A

病
児
・
病
後
児
保
育
は
、
市
長

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
平
成
25
年

４
月
ま
で
に
達
成
す
る
と
書
か

れ
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
の
ニ

ー
ズ
は
極
め
て
高
い
。「
産
み
育

て
る
に
や
さ
し
い
ま
ち
名
張
」

を
宣
言
す
る
以
上
、
こ
れ
ら
の

多
く
の
市
民
か
ら
の
声
に
早
期

に
応
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
い
か
が
お
考
え
か
。
名
張
市

内
の
医
療
法
人
が
病
児
・
病
後

児
保
育
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
話
も
あ
る
が
、
行
政
は
ど

の
よ
う
に
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
の
か
。

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
医
療

法
人
や
名
賀
医
師
会
さ
ら
に
は

三
重
県
と
も
慎
重
に
協
議
を
進

め
な
が
ら
、
名
張
市
と
し
て
も

早
期
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て

い
き
た
い
。

待
機
児
童
対
策
と
し
て
平
成
19

年
に
家
庭
的
保
育
事
業
（
保
育

マ
マ
）
の
提
案
を
し
た
と
き
、

課
題
が
あ
る
と
の
答
弁
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
課
題
解

決
を
行
っ
た
の
か
。
見
落
と
し

の
な
い
安
全
確
保
を
す
る
べ
き

で
あ
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
※
）
の
設

置
も
必
要
で
は
な
い
の
か
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ

れ
、
一
定
の
保
育
環
境
の
整
備

が
で
き
た
。
緊
急
の
待
機
児
童

対
策
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
実
施
す
る
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い

て
は
保
育
所
を
含
め
家
庭
的
保

育
事
業
で
も
設
置
を
検
討
す
る
。

森
脇 

和
德 

議
員

心
風
会病

児
・
病
後
児
保
育

Q
実
現
に
向
け
て
努
力

A

保
育
マ
マ
の
危
機
管
理

Q
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を
検
討

A

● 

子
ど
も
・
教
育
・
施
設
整
備

平
成
24
年
度
は
当
初
予
算
で
５
億
２
千
万

円
の
赤
字
予
算
を
組
ん
だ
。
24
年
３
月

の
質
疑
で
、
赤
字
予
算
を
解
消
す
る
た

め
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
切
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
時
間
外
手
当
は
当

初
予
算
８
１
４
８
万
円
か
ら
、
最
終
補

正
で
１
億
６
７
８
９
万
円
に
な
っ
て
い

る
。
23
年
度
も
９
６
８
９
万
円
か
ら

１
億
８
２
７
３
万
円
と
２
年
続
け
て
倍
だ
。

こ
れ
ほ
ど
時
間
外
手
当
が
増
加
す
る
の
な

ら
、
新
規
で
職
員
を
雇
用
し
て
は
ど
う
か
。

災
害
や
衆
議
院
選
挙
な
ど
で
時
間
外
手
当

が
増
え
た
。
ど
の
部
署
が
多
い
か
毎
月
調

べ
て
い
る
が
、
偏
り
が
あ
れ
ば
人
員
配
置

の
見
直
し
を
行
い
、
新
規
採
用
も
考
え
る
。

毎
年
倍
の
時
間
外
手
当

Q
人
員
配
置
を
見
直
し

A

AQ＆ 質問その他

※AED…自動体外式除細動器（Automated External Defibrillator）
　心臓の状態を自動解析したり、電気ショックを与えて心臓の働きを戻すことを試みる医療機器。

市
内
、
多
数
の
公
園
で
遊
具
の
老
朽
化
が
進

み
、年
次
的
改
修
の
取
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

国
の
新
年
度
予
算
で
「
安
全
安
心
対
策
緊
急

総
合
支
援
事
業
」
に
よ
り
都
市
公
園
に
対
す

る
財
政
支
援
が
強
化
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
有

効
に
使
い
老
朽
化
の
改
修
を
早
期
に
進
め
、

住
宅
団
地
に
よ
っ
て
差
が
生
じ
て
い
る
公
園

の
整
備
と
、
地
域
か
ら
の
要
望
に
応
え
よ
。

平
成
22
年
か
ら
25
年
の
計
画
は
終
了
で
き

る
。
新
規
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
状
況
を
判

断
し
て
整
備
で
き
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

遊
具
の
整
備
を
早
急
に

Q
状
況
判
断
し
整
備
す
る

A
橋
本 

マ
サ
子 

議
員

日
本
共
産
党

富
田 

真
由
美 

議
員

公
明
党

浦
﨑 

陽
介 

議
員

無
会
派

田
合 

豪 

議
員

清
流
ク
ラ
ブ

耐震補強工事予定の薦原小体育館
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議会運営委員会

産業建設委員会

総務企画委員会

議会広報特別委員会 教育民生委員会

目的　予算決算審査・委員会懇談会およびイン
ターネット中継について調査

視察先　福岡県糸島市、山口県周
しゅうなん

南市
期間　平成24年10月30日火～11月1日木

◇　　　◇　　　◇

　予算決算審
査については、
審議期間の確
保、審査の専門
性といった目的
が、名張市議会
の目指す予算
決算審査について非常に参考となった。
　委員会懇談会については、広聴機能として必
須事項となると認識し、運営にあたっては、周知
方法や議論の明確化など、留意すべき内容につ
いても参考となった。
　インターネット中継については、機材整備・撮
影から配信などの工夫により、安定的に安価に実
現することが参考となり、平成25年度からの実
現に生かしていきたい。

目的　ONSENツーリズム、まちの駅および道の
駅、農村回帰支援事業について調査

視察先　大分県別府市、大分県豊後大野市、大
分県竹田市

期間　平成25年1月28日月～1月30日水
◇　　　◇　　　◇

　観光政策として、
「温泉を核に体験交
流型観光」「温泉に
よって育まれた地域
資源に磨きをかける
事業」が行われ、観
光を軸とした市民とのまちづくり協働事業も推進
しており、参考としたい。
　市内に46ヵ所もの多様な「まちの駅」がつくら
れており、「観光客と市民との交流」「つながりの
場」として運営されている名張市の「まちの駅」
運営に向けて参考となった。
　過疎化対策事業としてセンターを設置し、空き
家バンク・相談・体験・情報提供等を移住支援
事業として行っており、今後提案していきたい。

目的　青少年健全育成事業「夢プラン21」、電
子町内会について調査

視察先　佐賀県鳥
と す

栖市、岡山県岡山市
期間　平成25年1月21日月～1月23日水

◇　　　◇　　　◇

　鳥栖市の「夢プラン２１」は子ども達の夢を募集
し、市民活動団体や保護者などが協力してその夢
を実現することで、子ども達は相当な達成感や充
実感が得られる。名張市でも、市民公益活動とし
て提案公募型の補助事業を行っているが、今後可
能性を感じた。
　岡山市の電子町内会は、各町内会がＨＰや電子
掲示板を活用し、さまざまな市民間の情報の共有
化や町内問題の
解決などに役立
てている。今後は
スマートフォンや
タブレット端末に
も対応した取り
組みの必要性を
感じた。

目的　議会広報紙およびインターネット配信につ
いて

視察先　北海道札幌市、北海道北広島市
期間　平成24年11月5日月～11月6日火

◇　　　◇　　　◇

　両市の議会広報紙については、市民が関心を持
てるように文章、写真、見出し、特集コーナーなど
のレイアウトに工夫がされており、その編集工程は
非常に参考になった。また、両市が導入している本
会議のインターネット中継への市民の評価は好評
であり、インターネット中継の重要性を痛感した。さ
らに札幌市では昨年度から予算決算特別委員会
中継も開始している。

　今後は名張市
議会の情報発信
と広報広聴機能
を強化するため、
議会だよりの紙面
改善とインターネッ
ト中継の導入に向
け取り組みたい。

目的　病児・病後児保育、少人数学級、小中一貫
教育について調査

視察先　宮崎県宮崎市、宮崎県日
ひゅうが

向市、大分県
大分市

期間　平成25年1月23日水～1月25日金
◇　　　◇　　　◇

　宮崎市の病児・病後児保育事業は病児や病後
児を施設で一時預かりすることで保護者の子育
てと就労の両立を支援する取り組みであるが、名
張市への導入の際は看護師、保育士の雇用コスト
に対応するために市の財源確保や国県補助制度
の活用が不可欠である。
　日向市や大分市での少人数学級や小中一貫教
育の取り組みは、児童生徒のきめ細やかな指導
と個々の能力に合わせ
た柔軟な学習が可能
である。授業では子ど
もたちの高い集中力と
生き生きとした様子か
ら、施策の効果は十分
に実感できた。

　議会広報特別委員会との懇談の際に出たさまざまな意見が、取り
入れられうれしく思っています。文字ばかりの羅列は読みにくく、ま
ず読もうという気持ちにさえなりませんでしたが、昨年、紙面を刷新
されてからは、写真やイラストがうまく配置され、適当な“間”があ
る事が読みやすさにつながっていると思います。また、議員の顔写真
が載せられていることには親しみを感じました。これからも、市民参
加型の議会広報に期待しています。

名
張
商
工
会
議
所
女
性
会
の
皆
さ
ん
に

名
張
商
工
会
議
所
女
性
会
の
皆
さ
ん
に

議
会
広
報
に
つ
い
て

議
会
広
報
に
つ
い
て

聞
き
ま
し
た
。

聞
き
ま
し
た
。

議 会 改 革
　議会改革検討委員会は、これまで8回の委員会を開催し、議員公
務の範囲、必要な広報広聴機能、政策立案機能や監視機能の強化な
どについて議論を進めています。
　市民委員からは、議会・議員に対する市民目線からのご意見をい
ただいており、委員会として大いに参考にして今後の答申に反映して
いきます。
　また、有識者委員の辻近畿大学准教授からは、議会改革について
多角的なご意見をいただき、委員会の議論を明確化するのみならず、
深みを与えていただいています。
　今後の委員会では、議長任期、報酬、定数などが話し合われます。
市民が最も注目するところであり、発信もこまめに行っていきます。
　議会改革検討委員会は傍聴できますので、ぜひ傍聴にお越しくだ
さい。

視
察
 

報
告

ing



なばり市議会だより7　2013年（平成 25年）4月 21日日

平成25年度名張市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算／平成25年度名張市東山墓園造成事業特別会計予算／平成25年度名張市農業集落排水事業特別会計
予算／平成25年度名張市公共下水道事業特別会計予算／平成25年度名張市病院事業会計予算／平成25年度名張市水道事業会計予算／名張市子どもセンター
の設置及び管理に関する条例の制定／名張市道路の構造の技術的基準等を定める条例の制定／名張市準用河川管理等に関する条例の制定／名張市営住宅等整
備基準条例の制定／名張市職員及び議会の議員その他非常勤の職員の公務災害見舞金支給に関する条例及び公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一
部改正／障害者自立支援法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定／名張市議会政務調査費の交付に関する条例の一部改正／名張市債権管理条
例の一部改正／名張市保育所条例の一部改正／名張市道路及び溝渠占用料徴収条例の一部改正／名張市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正／名張
市駐車場条例の一部改正／名張市都市公園条例の一部改正／名張市同和奨学金支給条例の廃止／名張市総合計画後期基本計画の変更／公の施設の指定管理者
の指定（名張市農業研修センター）／町及び字の区域の変更、市道路線の認定（2件）／三重県市町総合事務組合規約の変更に関する協議／平成24年度名張市
水道事業会計資本剰余金の処分／平成24年度名張市一般会計補正予算（第5号）／平成24年度名張市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）／平
成24年度名張市東山墓園造成事業特別会計補正予算（第1号）／平成24年度名張市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）／平成24年度名張市公共
下水道事業特別会計補正予算（第2号）／平成24年度名張市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）／平成24年度名張市介護保険特別会計補正予算（第3
号）／平成24年度名張市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）／平成24年度名張市病院事業会計補正予算（第1号）／平成24年度名張市水道事業会計
補正予算（第1号）／財産の処分（3件）／教育委員会委員の任命についての同意／固定資産評価審査委員会委員の選任についての同意／人権擁護委員の推薦／
脳脊髄液減少症の診断・治療の推進及びブラッドパッチ療法の保険適用を求める意見書の提出／配合飼料の価格高騰対策を求める意見書の提出

平成25年度名張市一般会計予算／平成25年度名張市国民健康保険特別会計予算／平成25年度名張市介護保険特別会計予算／平成25年度名張
市後期高齢者医療特別会計予算／職員の給与に関する条例等の一部改正／名張市職員の退職手当に関する条例等の一部改正

※議長は採決に加わりません。　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員

浦
﨑

森
脇

福
田

三
原
橋
本
豊
岡
髙
田

川
合

富
田
細
矢
吉
住
石
井

常
俊
森
岡
𠮷
田

柳
生

山
下

幸
松

会派 無会派 心風会日本共産党 公明党 清風クラブ

× × ◯ ◯◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯

議
員
名

清流クラブ
田
合

■ 採決の結果は、上記の
いずれの案件も右表の
とおり

表
決
が

分
か
れ
た
議
案

     ホームページで会議録をご覧ください
名張市議会、名張市議会事務局（市役所ホームページ内）のホームページからアクセス
できます。  http://www.city.nabari.lg.jp/gikai/

　1月9日、教育民生委員会7人
が名張桔梗丘高校に出向き、就
職や専門学校へ進路を目指す3
年生が社会人知識を身につける
ための社会探求授業(パブリッ
クエクスプローラー)の講師を
務めました。

　産業建設委員会は、2月8日、猟友会との懇談会を開催しました。
　猟友会は市からの委託により、農林業被害を軽減するため、
有害鳥獣駆除活動を行っていますが、市内全域に被害が広がり、
出動も増えるなか、免許取得者の減少や、高齢化など人材確保
が課題となっています。また、同会から、解体施設の設置と財
政支援の要望が出ています。
　委員からは、現状が深刻であり、共に獣害対策の課題解決に取
り組んでいく必要性があることや、市民の理解と意識向上をはか
る必要があるとの意見がありました。また、3月 3日には、メス
ジカの一斉捕獲が実施され、議員も現地調査へ参加しました。

第 355回定例会　審議結果

　市議会のしくみと議会の運営について委員長が説明した後、各議員から議員
になった経緯や社会人としての心構えなど、これまでの経験を話しました。参
加した皆さんからは「自分の進路についてもう一度よく考えようと思った」な
どの感想が寄せられました。
　未来を担う若い世代の皆さんが、希望を持って頑張ってくれることを願って
います。

6月6月6月
6月10日月
13日木
14日金
17日月
18日火

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算

19日水
20日木
21日金
26日水

総務企画委員会
教育民生委員会
産業建設委員会
採決

開会時間は午前 10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください。
一般質問はケーブルテレビで放映されます。

議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。

員会
員会

市議会フェイスブックページを開設
　名張市議会では、4月1日、フェイスブックページを開設しました。議
会改革、開かれた議会に向けて、名張市議会に関する情報を随時掲載し
ていきます。　　
フェイスブックページ URL　http://facebook.com/nabarishigikai
◎詳しくは、市ホームページをご覧ください。

 議会事務局 総務調査室　  63‐7834

名張市ばりばり食育条例（素案）パブリックコメント
を募集します。詳しくは今号1ページをご覧ください。

◎「なばり市議会だより」に関するご意見 ･ご要望は、議会事務局（ 63‐7834）へお寄せください。

全
会
一
致
で
可
決

名張桔梗丘高校を訪問名張桔梗丘高校を訪問産業建設委員会と猟友会との産業建設委員会と猟友会との
懇談会・現地調査懇談会・現地調査


